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語り継ぐ歴史、
時を重ね、超えて、高速道路を守り続ける。

あの頃、
芽生えた志があります。

高速道路の維持修繕、
そのすべてに全力で取り組むこと。
快適な交通と
行き交う人を守ること。

それは
今も変わらずに
脈々と受け継がれています。

あなたが走るその道は、
テクノスグループの歴史を継ぎ
未来へと続く
誇りの物語でもあるのです。

昭和56年頃の除雪車作業風景2



受け継ぐ未来。
テクノスグループの果てしないストーリー。
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STORY
1 業務内容

高速道路を見守り、支え続ける物語。
テクノスグループは、高速道路の路面や構造物の補修、排水溝やトンネルの清掃、
路肩やのり面に繁茂する草木の除草・伐採作業などをはじめ、
交通事故後の復旧工事、冬期間は除雪作業など
多岐にわたる維持修繕作業を行い、北東北の高速道路保全の一翼を担っています。
また、当社グループが担当する区間のサービスエリア・パーキングエリアの清掃は
施設の機能を良好な状態に保ち清潔に維持するため、365日業務を行っています。

●清掃作業  ●植栽作業  ●休憩施設清掃  ●事故復旧  ●改良・小補修
●雪氷作業  ●交通規制  ●その他付随作業（災害復旧・緊急対応等）

トンネル壁面清掃
万能車にブラシを取り付けトンネル内の汚
れを除去します。

樹木せん定作業
交通の妨げになる草木などをせん定
したり見通しを良くし、美化に努めます。

万能車による草刈り作業
マルチな機能を持つ作業車で中央
分離帯などをスピーディに処理。

休憩施設清掃
ドライバーが心やすらぐ空間を、すみずみ
まで徹底して清潔に保ちます。

緊急事故対応
スムーズな交通復旧のため、豊富な経験
と様 な々機関と連携し迅速に処理します。

サービスエリア等の設備補修
休憩施設のベンチや外構を補修します。

橋梁検査路補修
橋の点検で使用する専用通路の補修を
行います。

路面補修
高速道路上やサービスエリア等の駐車
場の路面を補修します。

交通規制・監視（テクノスワーク）
カラーコーンや矢印板を設置し作業ス
ペースを確保したのち一般車両等の監
視を行います。4



STORY
2 冬期作業

白く凍える季節、さらなる安全の物語。
冬期間は、降雪や気温低下など刻々と変化する気象状況の中、
安全に、安心して通行できる道路を常に確保するため
凍結防止剤の散布作業や除雪作業など、さまざまな雪氷対策作業を行います。
北東北の厳しい冬と天候を知り尽くしたテクノスグループは、
育み、培って来た豊かな経験を活かしながら
温暖化などによる変動を見つめ、最善の対策を講じ万全を期してゆきます。

本線除雪作業
一定距離で隊列を組み路面が均一になるよう作業を行います。

トンネル内排雪作業
雪が吹き込みやすいトンネルの入口・
出口部分を重点的に作業します。

ロータリーによる排雪作業
路肩を確保するため本線外へ排雪しま
す。

橋梁排雪
橋の上に積雪した雪を取り除きます。
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STORY
3 年間業務予定 SEASONS  WO RK  SCHEDULE

移り変わる四季それぞれに、たゆまぬ努力を続ける物語。
A YEAR’S WORK by TECHNOS
道路には安全というシーズンはありません。
通年、または季節ごとに行うべき作業を把握して整理し
綿密なスケジュールを組んで維持修繕を行い
一年中、いつも快適な高速道路を保つこと。
それは私たちテクノスグループの、責任のカレンダー。

砂や泥、枯葉などを取り除き、排水溝が詰まらない
ように保ちます。

排水溝清掃（4～11月）
橋の点検で使用する専用通路の補修を行います。
橋梁検査路補修（6～11月）

草木の繁茂を防ぐため防草シートを敷設します。
防草対策（6～11月）

spring summer
主な維持修繕作業

作 業
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

路 面 清 掃
排 水 管 ・ 排 水 溝 清 掃
集 水 桝 清 掃
域 内 清 掃
お 手 洗 い 清 掃
橋 梁 桁 端 清 掃
樹 木 剪 定
除 草 作 業
草 刈 り
事 故 復 旧
打 換 工
ポ ッ ト ホ ー ル 補 修
漏 水 防 止 樋 補 修
剥 落 対 策
の り 面 補 修
防 護 柵 補 修
視 線 誘 導 標 補 修 工
標 識 板 取 替 工
立 入 防 止 柵 取 替 工
雪 氷 作 業

作 業 内 容
散水車、スイーパ－、人力等による路面清掃作業
道路、施設、トンネル内の排水管や排水溝の清掃
路面・トンネル等の集水桝の清掃
SAPA駐車場、園地、IC等の清掃
SAPAのトイレ清掃
橋梁部の汚れ（塩害）除去作業
のり面、高速道路本線等の樹木伐採
盛土、本線中央分離帯等の除草作業
SAPAの園地や中央分離帯等の草刈り
交通事故復旧工事
舗装破損個所の修繕作業
路面の小さな穴や傷の補修作業
一般道（高速道路下）やトンネルの漏水防止樋補修
トンネル、橋梁等のコンクリート剥落対策
洗掘、崩落したのり面の補修
車両の進入などを防ぐ柵の設置、補修
路肩、中央分離帯等に設置されている視線誘導標の取替、補修
道路標識の交換、設置、補修
人や小動物の侵入を防ぐフェンスの取替
除雪（本線、IC、SAPA休憩施設）、路面凍結防止剤の散布

4月 5月 6月 7月 8月

路面清掃（4～ 11月）

ポットホール補修（通年）

視程障害（4～11月）

園地清掃（通年）

草刈り（5～10月）
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SEASONS  WO RK  SCHEDULE
移り変わる四季それぞれに、たゆまぬ努力を続ける物語。

コンクリートの劣化による落下を防止するため、防護柵等で
補強します。

剥落対策（10月）
交通規制を張り、工事車両の流入誘導や一般車両の監視
を行います。

交通規制・監視（4～11月）
サービスエリアの除雪は、車を降りてからの部分も大切。
安全な歩行を確保します。

サービスエリア歩道部除雪作業（冬期間）
トンネル内にできた氷柱や氷盤を重機や人力により除去
します。

トンネル内氷柱・氷盤除去作業（冬期間）

autumn winter

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

防雪柵補修（6～11月）

剥落対策（10月）

打換工（通年）

事故復旧（通年）

橋梁排雪（冬期間）

SA/PA除雪（冬期間）

雪庇除去作業（冬期間）
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STORY
4 教育・研修

豊富な経験と様々な教育、
輝く人を育てる物語。
テクノスグループは多様化する維持修繕現場で活躍できるスタッフを育成するため
社会情勢や技術革新を鑑み、グループ内で研修や教育制度を企画・計画する専門
部署を設け実施しています。

主な研修項目
●新任研修
●現任研修
●入社2年目・3年目研修
●マイスター研修
●各種特別教育
●部外講師による安全講話

●新規入場者研修
●新任者フォロー面談
●リーダー研修
●社長研修
●除雪車両研修
●ヴァーチャルリアリティ（VR）講習

マイスター認定制度
熟練した技術や
知識を有する人材
を現場リーダーと
して認定する独自
のマイスター制度
を設けています。

筆記試験と面接により認定されたマイ
スターは、現場リーダーとして確かな力を
発揮しています。

警備員教育（テクノスワーク） 車両点検講習 清掃スタッフ研修

新任研修（交通規制講習） 社長研修

安全教育システム、
セーフティトレーニング、ＶＲ研修

運転技術研修

STORY
5 安全・安心

社員一人ひとりの安全と健康、
そして家族の安心を担う物語。
高速道路上で働く社員の健康と安全を最優先に、安全・衛生教育活動の取り組みや
視認性の高い服装の導入など、安全・安心のための意識高揚施策を実施しています。

安全活動
毎日欠かさず行う確認も、改めて見直し意識
づける定期的な機会も。安全をすべての基本と
考え、多彩な活動を行っています。

事業所月例安全大会 安全パトロール
その他　●各社安全大会　●朝礼時のKY確認　●定例災害
防止協議会　●作業手順の検討会 等も行っています。

安全対策通信の定期発行・検討会
安全対策情報をスタッフに伝達する通信紙を
発行。また、実際に発生した事案に対し若手と
ベテランが一体となり対策案を検討します。

安全対策検討会での内容を
もとにKY（危険予知）を実施

健康経営
テクノスグループでは長く健康的に働ける職場
環境を目指し、社員の健康をグループ全体でバッ
クアップする「健康経営」に取り組んでいます。

県スポーツ振興事業団
による健康体操
（テクノス）

衛生活動
日々の体調管理を徹底し、スタッフをバックアップ。
新型コロナ対策やインフルエンザ予防、熱中症
対策にも力を入れています。

血圧・体温・アルコールチェック
その他　●定例安全衛生委員会　●産業医による巡視　
●熱中症対策品　●蜂刺され対策キット 等も行っております。

オリジナル手帳の配布
自分の安全は誰のためかを今一度考えるきっかけ
として家族の写真を添付できるオリジナル手帳
を毎年制作し、全従業員に配布しています。

※緊急連絡網やグループ
　オリジナルの維持修繕
　十訓なども掲載

家族サービス手当
我々の業務は普段からの家族の支えがあっての
ことであるという根本的な考えを再認識し、
家族への感謝を
忘れないでほしい
との想いから
「家族サービス
手当」を支給して
います。

家族サービス手当に寄せられた従業員の声
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STORY
6 沿革

●昭和52年 東北自動車道「一関IC－盛岡南IC間」開通
●昭和54年 岩手県北上市にて北上ロード㈱設立
　 東北自動車道「盛岡南IC － 滝沢IC間」開通
　 東北自動車道「大鰐弘前IC － 青森IC間」開通
●昭和55年 青森県八戸市にてハロックス㈱設立
 東北自動車道「滝沢IC － 西根IC間」開通
●昭和57年 東北自動車道「西根IC － 安代IC間」開通
●昭和58年 東北自動車道「安代IC － 鹿角八幡平IC間」開通
●昭和59年 東北自動車道「鹿角八幡平IC － 十和田IC間」開通により全線開通
●昭和61年 八戸自動車道「一戸IC － 八戸IC間」開通
●平成元年 八戸自動車道「安代JCT－ 一戸IC間」開通により東北自動車道と接続
●平成３年 秋田県由利本荘市にて秋北道路サービス㈱設立
 秋田自動車道「横手IC － 秋田南IC間」開通により秋田自動車道開通
●平成９年 秋田自動車道「北上西IC － 湯田IC間」開通により全線開通
●平成10年 社内表彰制度を導入
●平成13年 北上ロード㈱本社を盛岡市中央通に移転
●平成14年 八戸自動車道「八戸JCT － 八戸北IC間」開通により全線開通
●平成20年 秋田県鹿角市にて秋田道路㈱設立
●平成21年 企業ロゴ・コーポレートカラーを刷新
 社内の情報共有並びに一元管理を目的にクラウドシステムを導入
●平成22年 自社企画・制作による社内報第１号を発刊
●平成27年 グループ独自の認定資格「マイスター制度」を導入
●平成28年 グループ独自の「新任研修制度」導入・運用開始
 自社制作による「安全の輪確立宣言手帳」の配布
 家族サービス手当の導入
●平成29年 グループ全社員による寄稿誌「誌上年賀」第１号を発刊
●平成30年 グループ独自の「安全対策通信」第１号を発刊
 北上ロード㈱からテクノス㈱に社名を変更
●平成31年 宮城県仙台市にてテクノスワーク㈱設立
●令和２年 テクノス㈱本社を現住所に移転
●令和４年 テクノスグループホームページを開設
 グループの人事データベース一元管理システムを導入開始
 テクノス、秋田道路㈱盛岡営がいわて健康経営認定事業所に登録
●令和５年 テクノス㈱「いわて働き方改革AWARD2022」において優秀賞を受賞
 テクノス㈱健康経営優良法人（中小規模法人部門）認定
 ※社内報160号を発行
 ※安全対策通信410号を発行
●令和６年 テクノス㈱・秋田道路㈱・ハロックス㈱・テクノスワーク㈱が健康経営優良

法人（中小規模法人部門）認定
 ※社内報173号を発行
 ※安全対策通信425号を発行

●テクノスグループの沿革　
●主な高速道路の歴史

STORY
7 代表挨拶

高速道路を利用するすべての皆様と
地域社会のために、これからも。
弊社は、東北自動車道盛岡南インターチェンジの開通と同時期に創業し、
昭和54年に法人設立いたしました。
現在は、東北自動車道盛岡管理事務所管内をはじめグループ会社各社で
東北自動車道十和田管理事務所管内、八戸自動車道八戸管理事務所管内、
秋田自動車道横手・秋田管理事務所管内を業務区間とし、
総延長約400 ㎞の高速道路の本線、
付帯する設備や施設の維持修繕業務に開通以来携わっております。 
主な業務内容は、一年を通して路面やトンネル、排水設備などの清掃作業、
道路沿線のみならず休憩施設や各インターチェンジなどの施設も含めた
樹木の伐採や草木の剪定・刈込などの植栽作業、
交通事故等により破損されたガードレール等を交換する交通事故復旧工事、
路面にクラックや陥没穴等が発見された場合、緊急的に補修する道路補修工事、
高速道路上における工事に伴う車線規制作業、
そして冬季間の凍結防止の融雪剤散布や除雪作業などの雪氷対策作業、
その他、集中豪雨などの自然災害への対応等に従事しております。
高速道路上という弊社特有の環境において
“ゼロ災害” を合言葉に、常に安全を最優先させ、社員の家族が安心できる
より良い企業を目指し全社一丸となり安全作業に取り組んでおります。
私たちは、高速道路を安全・安心・快適・便利にご利用いただくため
維持修繕作業のプロとして安全を第一とした作業を行い、
季節の変化や突発事案にも対応した道路環境の維持に努めることを使命とし、
高速道路を利用するすべての皆様と地域社会に貢献してまいります。

テクノスグループ

代表 鈴木 裕司
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STORY
8 管内路線図

仙台

盛岡南

昭和男鹿半島

十和田

八戸
下田百石

碇ヶ関

安代
浄法寺

秋田北

岩城 秋田自動車道

東北自動車道

八戸自動車道

東北自動車道

花巻

横手

湯沢

湯田

盛岡

安代JCT

八戸JCT

秋田道路株式会社

ハロックス株式会社

テクノス株式会社

秋北道路サービス株式会社 テクノスワーク株式会社

河辺JCT

北東北全域

TECHNOS GROUP ROUTE MAP
テクノスグループは、北東北エリアの高速道路をカバーし
グループ５社がチームとなり、それぞれのルートに責任を持ち
維持修繕作業のプロ集団として業務を行っています。

テクノス株式会社

■事業エリア
　（東北自動車道　花巻IC～安代IC）
　（八戸自動車道　安代JCT～浄法寺IC）
　上記高速道路管内及び休憩施設

秋田道路株式会社

■事業エリア
　（東北自動車道　安代IC～碇ヶ関IC）
　上記高速道路管内及び休憩施設

ハロックス株式会社

■事業エリア
　（八戸自動車道　浄法寺IC～八戸IC）
　（八戸自動車道　青森線　八戸JCT～八戸北IC）
　（百石道路　八戸北IC～下田百石IC）
　上記高速道路管内及び休憩施設

テクノスワーク株式会社

■事業エリア
　（北東北全域）

秋北道路サービス株式会社

■事業エリア
　（秋田自動車道　湯田IC～昭和男鹿半島IC）
　（湯沢横手道路　横手JCT～湯沢IC）
　（日本海東北自動車道　河辺JCT～岩城IC）
　上記高速道路管内及び休憩施設

社　名 体制 男性 女性 合計

テクノス

秋田道路

ハロックス

テクノスワーク

秋北道路サービス

夏期体制合計
冬期体制合計

 夏期 53 27 80
 冬期 99 27 126
 夏期 33 11 44
 冬期 61 11 72
 夏期 34 12 46
 冬期 57 12 69
 夏期 33 2 35
 冬期 33 2 35
 夏期 72 25 97
 冬期 131 25 156
  225 77 302
  381 77 458

（2025年現在）10



テクノスグループ概要

●設　　立：昭和54年
●資 本 金：1,000万円
●所 在 地
 【本　　　社】 岩手県盛岡市大通3-2-7
  TEL 019-623-6458　FAX 019-621-8666
 【盛岡事業所】 岩手県盛岡市羽場11-66（東北自動車道 盛岡南IC内）
  TEL 019-638-8767　FAX 019-638-8768
 【西 根 基 地】 岩手県八幡平市大更1-265-3（東北自動車道 西根IC内）
  TEL 0195-75-0650　FAX 0195-75-1277
 【安 代 基 地】 岩手県八幡平市小柳田192-4（東北自動車道 安代IC内）
  TEL 0195-72-3394　FAX 0195-72-3460
 【八戸営業所】 青森県八戸市根城6-2-7
  TEL 0178-41-2160　FAX 0178-41-2151
 【仙台営業所】 宮城県仙台市青葉区本町1-5-28-204
  TEL 022-796-5208　FAX 022-796-5209
●営業種目：道路維持
 （1） 高速道路維持修繕業務
 （2） サービスエリア等休憩施設の清掃、植栽管理業務、
  一般建設業、労働者派遣事業、産業廃棄物収集運搬業、
  コンピューター事業

●設　　立：昭和55年
●資 本 金：2,200万円
●所 在 地
 【本　　　社】 青森県八戸市根城6-2-7
  TEL 0178-41-2160　FAX 0178-41-2151
 【八戸事業所】 青森県八戸市北白山台5-5-2（八戸自動車道 八戸IC内）
  TEL 0178-70-1441　FAX 0178-70-1443
 【盛岡営業所】 岩手県盛岡市大通3-2-7
  TEL 019-623-6485　FAX 019-621-8666
●営業種目：道路維持
 （1） 高速道路維持修繕業務
 （2） サービスエリア等休憩施設の清掃、植栽管理業務
  一般建設業、労働者派遣事業、産業廃棄物収集運搬業

社名由来
英語「テクニック（technique）の語源である
ギリシャ語「テクネ（techne）」は
技術・技巧を表す言語である。
当社は専門的な技巧集団であることから
複数形の「Ｓ」を加えた造語が、
社名「テクノス（technos）」の
由来となっています。

●設　　立：平成3年
●資 本 金：1,000万円
●所 在 地
 【本　　　社】 秋田県由利本荘市砂子下113-9
  TEL 0184-22-0710　FAX 0184-22-0721
 【秋田事業所】 秋田県秋田市上北手古野字大繁沢30-2（秋田自動車道 秋田南IC内）
  TEL 018-874-8961　FAX 018-874-8962
 【横手事業所】 秋田県横手市柳田字大谷地26-11（秋田自動車道 横手IC内）
  TEL 0182-35-6126　FAX 0182-35-6127
●営業種目：道路維持
 （1） 高速道路維持修繕業務
 （2） サービスエリア等休憩施設の清掃、植栽管理業務
  一般建設業、労働者派遣事業、産業廃棄物収集運搬業

●設　　立：平成20年
●資 本 金：1,000万円
●所 在 地
 【本　　　社】 秋田県鹿角市十和田毛馬内字下陣場60-13
  TEL 0186-35-3372　FAX 0186-25-8280
 【十和田事業所】 秋田県鹿角市十和田綿木字赤沢田19（東北自動車道 十和田IC内）
  TEL 0186-35-3165　FAX 0186-35-2345
 【盛岡営業所】 岩手県盛岡市大通3-2-7
  TEL 019-621-8665　FAX 019-621-8666
●営業種目：道路維持
 （1） 高速道路維持修繕業務
 （2） サービスエリア等休憩施設の清掃、植栽管理業務
  一般建設業、労働者派遣事業、テナントビル事業
  産業廃棄物収集運搬業

●設　　立：平成31年
●資 本 金：1,500万円
●所 在 地
 【本　　　社】 宮城県仙台市青葉区本町1-5-28-204
  TEL 022-796-5208　FAX 022-796-5209
 【盛岡営業所】 岩手県盛岡市大通3-2-7
  TEL 019-613-3367　FAX 019-613-3397
 【西根待機所】 岩手県八幡平市大更24-65-8
 【十和田待機所】 秋田県鹿角市十和田岡田字上前田92
 【八戸待機所】 青森県八戸市南郷大字市野沢黒坂10-4
 【仙台待機所】 宮城県仙台市青葉区本町1-5-28-204
●営業種目：交通規制作業、警備業、労働者派遣事業、一般建設業

ロゴ由来
北東北３県の物流・ライフラインを
担う高速道路を
「柔軟な発想」「迅速な対応」「安全な技術力」
を軸に支え、常に高みを
目指していく姿勢を表しました。
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大切な人に、胸を張る道。
安全とは、常に危険を思うこと。安全を、当たり前と考えてはいけない。

自分の安全は誰のためなのか。常に意識し、日々、初心にかえるために。

テクノスグループの全てのスタッフは

緊急時の連絡体制や、グループで定めた維持修繕十訓などが明記された

オリジナルの「安全の輪・確立宣言手帳」を、肌身離さず持ち歩いています。

そして、その最後のページには、それぞれの大切な家族の写真が貼られています。

微笑む人に、微笑み返す。それは何よりもあたたかく強い約束。

高速道路を守り続ける。幸せを思い続ける。

この道は、大切な人に胸を張る道。テクノスグループ。

https://www.technos-group-site.jp


